
冒
頭
、
谷
和
政
自
治
連
合
会

長
は
「
回
覧
や
会
費
集
金
等
で

１
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
も
立
ち
上
が

り
、
実
践
的
な
防
災
体
制
が
整

い
つ
つ
あ
り
ま
す
」
な
ど
と
、

近
況
報
告
を
兼
ね
て
挨
拶
。

議
題
審
議
に
入
り
、
役
員
承

認
に
続
い
て
連
合
会
の
佐
能
敏

政
会
計
が
平
成
31
年
度
予
算
案

を
読
み
上
げ
、
全
会
一
致
で
承

認
さ
れ
た
。

井
原
町
大
運
動
会
関
係
は
、

増
成
実
福
祉
体
育
部
長
が
要
旨

説
明
を
行
い
、
各
組
へ
選
手
選

出
を
要
請
。
山
本
勝
己
防
災
広

報
広
聴
部
長
も
各
組
へ
緊
急
連

絡
網
の
提
出
を
依
頼
し
た
。

郷
社
足
次
山
神
社
の
大
久
保

克
朗
総
代
長
は
、
倉
掛
地
区
の

新
役
員
を
紹
介
後
「
神
社
費
の

集
金
を
よ
ろ
し
く
願
い
ま
す
」

と
述
べ
、
７
月
に
神
社
の
現
状

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
住
民

説
明
会
の
開
催
を
示
唆
し
た
。

細
羽
正
敏
民
生
児
童
委
員
は

高
齢
者
福
祉
に
対
す
る
理
解
を

求
め
、
一
人
暮
ら
し
世
帯
の
見

守
り
の
重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
。

少
年
団
育
成
会
の
新

谷
泰
規
会
長
と
井
原
分

団
第
３
部
の
塚
原
一
徳

部
長
は
、
活
動
支
援
に

つ
い
て
地
域
へ
協
力
を

呼
び
掛
け
た
。

懇
親
会
で
は
出
席
者

同
士
の
打
ち
合
わ
せ
も

行
わ
れ
、
不
明
な
点
を

確
認
し
た
。

倉
掛
少
年
団
が
郷
社
ま
つ
り

終
了
後
の
境
内
清
掃
を
は
じ

め
、
井
原
桜
ま
つ
り
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
参
加
す
る
な
ど
、
新

年
度
の
活
動
を
開
始
し
た
。

同
育
成
会
の
新
谷
泰
規
会
長

は
「
地
元
の
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
親
子
共
々
頑
張
り
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
る
。

《
育
成
会
役
員
》

会

長

新
谷

泰
規

副
会
長

塚
村

秀
司

副
会
長

渡
辺

大
輔

副
会
長

濱
田

理
恵

副
会
長

谷

千
紗
子

会

計

西
山

加
菜

監
査
役

江
草

守

顧

問

山
成

秀
峰

《
倉
掛
少
年
団
》

団

長

新
谷

未
遥

副
団
長

濱
田

啓
輔

《
年
間
行
事
》

４
月

郷
社
清
掃

４
月

井
原
桜
ま
つ
り
参
加

５
月

春
季
清
掃
奉
仕
作
業

５
月

井
原
町
大
運
動
会

６
月

資
源
回
収

６
月

少
年
団
球
技
大
会

７
月

キ
ャ
ン
プ

７
月

ラ
ジ
オ
体
操

８
月

夏
季
清
掃
奉
仕
作
業

９
月

三
世
代
交
流

10
月

秋
季
清
掃
奉
仕
作
業

10
月

井
原
町
秋
季
大
祭

11
月

資
源
回
収

12
月

ク
リ
ス
マ
ス
会

１
月

井
原
市
消
防
出
初
式

２
月

入
退
団
式

式
内
社
（
郷
社
）
足
次
山
神

社
の
役
員
ら
が
大
き
く
入
れ
替

わ
り
、
総
代
長
に
倉
掛
８
組
の

大
久
保
克
朗
氏
が
就
任
し
た
。

前
総
代
が
倉
掛
夏
目
両
自
治

連
合
会
へ
次
期
役
員
の
推
薦
を

要
請
し
た
の
は
平
成
28
年
。
翌

29
年
２
月
、
倉
夏
の
神
社
役
員

は
倉
掛
の
住
民
約
40
人
と
話
し

合
っ
た
が
、
結
論
に
至
ら
ず
永

年
の
地
域
連
携
が
揺
ら
い
だ
。

昨
秋
、
倉
掛
自
治
連
合
会
が

こ
の
件
の
調
整
に
動
い
た
こ
と

で
難
局
は
回
避
の
方
向
へ
。

そ
の
後
、
倉
掛
夏
目
か
ら
14

人
の
総
代
と
７
人
の
敬
神
会
員

が
出
揃
い
、
今
年
４
月
の
郷
社

ま
つ
り
を
執
り
行
っ
た
。
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（１）

〈発行 所〉

倉 掛 自 治 連 合 会

井原市井原町倉掛

会長／谷 和政

〈編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会

倉 掛 少 年 団 育 成 会

消防井原分団第３部

※カッコ内は世帯数

１ 組（ 9）寺内知久子

２ 組（ 5）若林 則義

３ 組（12）佐能 栄子

４ 組（ 6）今井 忠秋

５－１組（11）山岡 教弘

５－２組（ 8）川相 弘光

６ 組（10）柳本 康江

７ 組（ 6）山岡 邦夫

８ 組（21）藤井 邦昭

９ 組（ 4）掛橋 健吉

10 組（ 5）土井 則男

11 組（ 6）山口 政春

12－１組（ 5）井上 重光

12－２組（14）小田 恵啓

13－１組（ 8）山本 勝己

13－２組（13）重政 吉清

13－３組（18）赤木 昇

14 組（10）守屋 英明

15－１組（11）河合 利晴

15－２組（ 7）渡辺 幹男

16 組（14）渡辺 進

17 組（ 7）山岡 淳志

18－１組（ 9）清水 俊治

18－２組（ 9）丸山 敏美

18－３組（ 5）山中 洋介

〔総世帯数２３３戸〕

平成３１年度自治会長

少

年

団

＆

育

成

会

自治会総会

自

主

防

災

組

織

結

成

平
成
31
年
度
倉
掛
自
治
会
総
会
が
つ
ど
え
～
る
で
４
月
13

日
、
各
組
自
治
会
長
や
民
生
児
童
委
員
、
自
治
連
合
会
役
員

ら
約
40
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
た
。

足

次

山

神

社

役

員

交

代

総
代
長
に
大
久
保
氏

会 長 谷 和政

副 会 長 片岡 秀憲

会 計 佐能 敏政

総 務 部 長 神﨑 節夫
消防環境部長 関戸 啓二

福祉体育部長 増成 実

防災広報広聴部長 山本 勝己

防犯交通部長 川相 勝

監（幹）事 山岡 秀男

監 事 渡邉伸太郎

《平成３１年度自治連合会》

倉掛山岳同好会

倉掛山岳同好会では、１１年ぶりに富士

登山を計画しました。ご検討

いただき、奮って参加くださ

いますようご案内申し上げま

す。他地区の方も参加可。

◇ ◇

８月４日

井原(22:00)→笠岡IC⇒静岡県御殿場IC→

８月５日

ジョナサン御殿場インター店(7:00 朝食)

→富士浅間神社参拝(8:30)→須走口５合目

…登山（途中昼食）…胸突江戸屋（15:30

本８合目山小屋泊 3370ｍ）

８月６日

胸突江戸屋発(6:00)…富士山山頂（8:00

3776ｍお鉢巡り)…下山…須走口５合目→

須走温泉天恵(入浴昼食)→御殿場IC⇒

ＳＡにて夕食⇒笠岡IC→井原（23:30）

会 費：大人 ４８，０００円

申 込：申込書と申込金１万円をつどえ～

る（渡辺）へ。

その他：天候等で変更中止の場合あり。

連絡先 090-7890-6299（渡辺）

090-2005-5265（山本）

チャレンジ富士登山

前
列
左
か
ら
谷
、
新
谷
、
濱
田
、

後
列
左
か
ら
塚
村
、
西
山
、
渡
辺



渡
辺
照
子
サ
ロ
ン
あ
す
は
会

長
の
開
会
挨
拶
と
役
員
紹
介
に

続
き
、
ゲ
ス
ト
の
八
重
本
茂
子

代
表
が
原
田
直
希
会
の
概
要
説

明
を
行
っ
た
。

踊
り
は
東
京
五
輪
音
頭
を
皮

切
り
に
、
花
笠
な
ど
を
使
っ
て

計
７
曲
が
艶
や
か
に
披
露
さ

れ
、
演
目
が
終
わ
る
ご
と
に
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。
幕
間

も
「
青
い
山
脈
」
な
ど
の
合
唱

で
盛
り
上
が
っ
た
。

最
後
に
中
島
知
子
前
会
長
が

「
背
筋
が
伸
び
た
素
晴
ら
し
い

踊
り
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
」

と
謝
辞
を
述
べ
、
食
事
タ
イ
ム

を
経
て
散
会
し
た
。

井
原
桜
ま
つ
り
（
井
原
町
ま

ち
づ
く
り
の
会
主
催
＝
山
岡
弘

幸
会
長
）
が
絶
好
の
行
楽
日
和

と
な
っ
た
４
月
７
日
、
桜
橋
周

辺
で
開
か
れ
、
倉
掛
少
年
団
が

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
し
た
。

コ
ー
ス
は
井
原
公
民
館
～
小

田
川
堤
～
新
橋
～
桜
橋
公
園
に

至
る
約
３
㎞
。
団
員
ら
は
リ
ズ

ム
体
操
で
身
体
を
ほ
ぐ
し
て
午

前
９
時
15
分
に
ス
タ
ー
ト
。
や

が
て
桜
橋
公
園
に
到
着
し
、
満

開
の
桜
の
下
で
歓
声
を
上
げ
な

が
ら
各
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん

だ
。

郷
社
足
次
山
神
社
春
季
大
祭

が
４
月
４
日
に
あ
り
、
平
年
並

み
の
参
拝
客
ら
で

賑
わ
っ
た
。

午
前
10
時
か
ら

山
室
晶
史
宮
司
に

よ
る
祭
典
が
本
殿

で
執
り
行
わ
れ
、

続
い
て
倉
掛
夏
目

の
少
女
８
人
に
よ

る
巫
女
舞
が
披
露

さ
れ
た
。

同
11
時
か
ら
は

春
日
神
社
の
祭

典
、
午
後
１
時
か

ら
は
忠
魂
碑
前
で

戦
没
者
慰
霊
祭
が

行
わ
れ
、
遺
族
関

係
者
ら
が
出
席
し
た
。

桜
が
７
分
咲
の
参
道
脇
に
は

露
店
や
植
木
市
が
並
び
、
参
拝

客
ら
が
お
目
当
て
の
花
木
な
ど

を
買
い
求
め
て
い
た
。

つ
ど
え
～
る
で
二
つ
の
講
座

教
室
が
開
か
れ
る
に
あ
た
り
、

参
加
者
を
募
集
し
て
い
る
。


井
原
市
聴
覚
障
害
者
協
会

の
協
力
を
得
て
行
う
手
話
体
験

講
座
は
６
月
と
７
月
の
２
回
開

催
。
講
師
は
片
山
久
美
子
氏
と

塩
浦
さ
や
か
氏
の
二
人
。
１
回

の
み
の
受
講
も
可
。
無
料
。

６
月
２
日

13
時
30
分
～

７
月
７
日

13
時
30
分
～


つ
ど
え
～
る
太
極
拳
教
室

の
講
師
は
猪
原
詔
子
氏
。
毎
週

木
曜
日
の
19
時
00
分
～
。
月
謝

千
円
。
手
話
・
太
極
拳
と
も
に

つ
ど
え
～
る
事
務
局
で
申
込
受

付
中
。
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4/27  復興応援チャリティーコンサート
4/27  郷社総代会 （つどえ～る）

4/28  不燃性粗大ごみ回収
5/ 5  井原分団第３部試運転日

5/ 5  郷社氏子定例清掃 13：00～
5/12  倉掛少年団・堤＆公園清掃

5/16  事業所自治会費集金

5/19  欅の杜・杜の市 （門田町）
5/25  第20回井原町大運動会

6/ 1  倉掛排水ポンプ樋門説明会
6/ 2  倉掛少年団・資源回収

6/ 2  側溝土砂（土のう）回収
6/ 2  つどえ～る手話無料講座

6/15  倉掛自治連合会・役員会
6/23  井原学区少年団球技大会

7/ 7  郷社現地説明会 9：30～
7/13  倉掛少年団キャンプ（笠岡）

古代の丘スポーツ公園
- - - - - - - - - - - - - - - - -

◆ 行 事 予 定 ◆

こ
の
度
、
Ｎ
Ｐ
О
法
人
日
本
防
災
士
機

構
が
認
定
す
る
民
間
資
格
の
「
防
災
士
」

の
資
格
を
二
日
間
の
研
修
講
座
受
講
及
び

試
験
。
又
、
普
通
救
命
講
習
の
受
講
を
経

て
取
得
し
ま
し
た
。
研
修
講
座
会
場
に
行

っ
て

80
名
程
の
受
講
者
で
意
外
に
多
く
の

人
が
受
講
さ
れ
る
ん
だ
な
ぁ
っ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
２
日
目
の
試
験
に
は
更
に

数
名
の
方
が
再
受
験
と
い
う
事
で
人
数
も

増
え
た
事
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
記
事
を
書
く
な
か
で
、
全
国
で
何

名
の
防
災
士
が
居
た
か
と
思
い
調
べ
て
み

る
と
、
今
年
の
三
月
末
時
点
で
１
７
０
７

５
６
名
だ
そ
う
で
す
。
大
勢
の
方
が
居
ら

れ
る
と
思
い
ま
し
た
が
、
日
本
の
総
人
口

１
億
２
６
２
２
万
人
か
ら
し
て
み
る
と
、

わ
ず
か
０
・
１
％
程
度
の
人
数
し
か
い
な

い
事
に
気
付
き
、
実
際
に
は
少
な
い
ん
だ

と
思
い
ま
し
た
。

さ
て
、
天
災
（
地
震
・
台
風
・
豪
雨
な

ど
）
は
あ
る
意
味
防
ぎ
よ
う
が
有
り
ま
せ

ん
の
で
、
防
ご
う
と
思
え
ば
防
げ
る
人
災

（
人
の
不
注
意
や
怠
慢
が
原
因
で
起
こ
る

災
害
）
を
い
か
に
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す

る
か
、
又
起
き
て
も
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
か
で
す
が
、
防
災
士
だ
か
ら
と
い
っ

て
私
一
人
で
は
何
も
出
来
ま
せ
ん
。
必
要

な
の
は
、
皆
様
ひ
と
り
一
人
に
防
災
意
識

を
高
め
て
頂
く
事
に
よ
り
、
災
害
発
生
時

で
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
れ
る
地
域
作

り
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

皆
様
、
日
々
の
生
活
を
送
る
う
え
で
、

ご
安
全
に
。

※つどえ～るカフェ（祝日休み）

金曜日＆日曜日10:00～15:00

※つどえ～る金曜朝市

金曜日10:15～15:00

岡山県内のアマチュア音楽家グループが、つど

え～るで復興応援ジョイントコンサートを開催す

る。

学生時代から音楽活動を始め、オリジナルの

「人権トーク＆コンサート」を開催している倉敷

在住の八木たかし氏、矢掛在住のファーマーシン

ガーソングライターの竹内ひろうみ氏、応援ゲス

トのフォークデュオＰ＆Ｐ（倉橋一郎氏・藤代直

人氏）＝井原市在住＝らが出演する。

＜ 開 催 要 項 ＞

と き：４月２７日 １３：３０開演

会 場：井原市井原町駅前通り

井原市市民活動センター・つどえ～る

出 演：八木たかし氏、竹内ひろうみ氏、Ｐ＆Ｐ

入場料：無料（募金の半額を井原市へ寄付）

問合せ：つどえ～る事務局（電話 62-9090）

防 災 士
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倉掛自治連合会

防犯交通部長 川相 勝

倉 掛 ほ っ と 情 報
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好 天 の 郷 社 ま つ り

倉掛少年団

■復興応援チャリティーコンサート
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